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金
滞
古
蹟
志
巻
廿
一

紳
健
と
し
、
枇
殿
あ
り
し
と
聞
ゆ
。
金
滞
怠
る
髄
宮
石
を
掘
り
穿
ち

見
け
る
も
‘
同
時
世
な
ど
の
事
た
ら
ん
か
。
震
根
志
に
、
下
線
図
葛

飾
郡
石
立
村
南
磁
院
の
畑
中
に
願
掛
石
と
い
ふ
あ
り
。
共
大
さ
南
北

三
尺
‘
東
西
一
尺
五
・
六
寸
、
高
さ
地
よ
り
二
尺
徐
出
で
た
り
。
此
石

に
物
を
供
し
て
祭
り
、
諸
願
を
祈
る
に
し
る
し
あ
り
。
停
へ
云
ふ
。

此
石
金
輪
際
よ
り
出
で
た
り
と
。
さ
い
っ
頃
深
さ
を
試
み
ん
と
て
掘

り
か
L
り
し
に
、
た
ち
ま
ち
震
動
雷
管
し
て
前
後
を
知
ら
宇
。
共
後

掘
る
事
を
と
ど
め
)
立
石
を
立
願
石
或
は
願
掛
石
な
ど
い
へ
り
。
と

あ
り
。
今
技
宇
る
に
、
石
川
郡
石
立
村
の
龍
宮
石
も
、
そ
の
か
み
石

紳
と
た
し

τ、
一
柳
澗
を
建
て
祭
り
け
る
も
、
彼
の
下
線
園
葛
飾
郡
立

石
村
の
紳
石
と
ひ
と
し
く
聞
ゆ
。
さ
れ
ば
此
の
法
般
寺
町
民
見
脇
な

る
飽
官
石
も
、
問
じ
く
紳
石
に
て
、
往
昔
は
紳
澗
な
ど
を
置
き
て
偲

り
た
り
し
石
紳
た
ら
ん
か
。
今
停
稔
絶
え
て
静
か
な
ら
宇
。

。

宮

本

町

此
の
町
名
は
従
前
よ
り
呼
び
来
る
と
い
へ
ど
も
‘
十
二
冊
定
書
に
戟

せ
た
る
肝
煎
裁
許
附
、
井
に
園
事
昌
披
問
答
等
に
戟
せ
た
る
金
津
市

中
町
名
附
に
は
記
載
せ
守
。
叉
此
の
町
名
の
由
来
も
い
ま
だ
静
か
な

ら
宇
。
も
と
は
法
般
寺
町
の
小
名
な
ら
ん
か
。

調
馬
場
の
建
設
は
、
都
て
惣
名
を
馬
場
と
呼
ぴ
た
り
し
か

E
・
明
治

慶
藩
の
後
.
調
馬
場
を
ぽ
悉
〈
股
し
、
地
所
梯
下
げ
に
相
成
り
、
土

居
を
段
ち
‘
悉
く
町
地
と
た
し
、
家
屋
を
建
築
し
、
町
名
を
西
馬
場

町
と
た
し
た
り
。
浅
野
川
馬
場
跡
を
東
馬
場
町
と
呼
べ
る
故
た
り
。

。
犀
川
河
原

馬
場
の
尻
地
、
犀
川
の
河
縁
の
通
り
を
ぽ
惣
名
河
原
と
呼
べ
り
。
金

津
俳
優
停
記
に
、
賢
婦
と
い
ふ
は
、
犀
川
筋
河
原
と
い
ふ
所
、
叉
さ

-
h

か
町
.
溜
野
川
に
て
は
母
衣
町
と
申
す
慮
に
饗
者
あ
り
。
中
に
も

玉
川
の
松
吉
・
矢
は
ぎ
や
の
吉
松
・
あ
り
若
の
松
な
ど
‘
皆
々
大
に
は

や
り
候
也
。
と
あ
り
。
右
河
原
と
い
へ
る
地
は
、
唱
歌
に
も
、
ば
ん

場
通
れ
ば
二
階
か
ら
ま
ね
く
と
う
た
ひ
、
鯛
馬
場
の
土
居
の
傍
た
る

小
家
共
の
と
と
に
て
‘
今
に
至
り
務
妓
共
の
居
住
所
と
た
れ
り
。

。
犀
川
下
川
除

三
登
記
に
、
寛
永
七
年
六
月
前
回
肥
後
喧
略
の
事
を
記
蹴
せ
し
僚

に
、
法
結
寺
町
は
其
時
分
川
除
に
て
、
共
外
に
は
家
も
危
〈
河
原
な

り
け
り
と
い
弘
、
叉
同
八
年
四
月
火
災
の
後
、
法
結
寺
は
犀
川
の
下

河
原
を
ぽ
寺
地
に
賜
ふ
と
も
あ
り
て
、
寛
永
の
頃
ま
で
‘
法
結
寺
町

の
通
り
筋
は
河
原
た
り
し
を
‘
法
舶
寺
移
轄
の
後
、
河
原
に
築
き
出

金
滞
古
蹟
志
巻
サ
一

O
犀
川
馬
場
跡

此
の
馬
場
、
古
名
は
法
般
寺
馬
場
と
稀
す
。
法
般
寺
の
尻
地
な
る
ゆ

ゑ
た
る
べ
し
。
奮
藩
中
は
犀
川
馬
場
・
滋
野
川
馬
場
と
て
、
雨
馬
場

共
に
藩
士
の
調
練
場
危
り
し
た
り
。
三
州
志
来
図
栂
見
附
録
に
、
犀

川
馬
場
.
い
に
し
へ
よ
り
法
般
寺
馬
場
と
呼
ぺ
り
3

此
の
馬
場
の
由

来
起
本
も
知
れ
宇
。
是
も
園
初
よ
り
あ
る
か
。
延
百
七
十
開
表
五
間

宇
一
僚
な
り
。
土
居
高
き
事
九
尺
也
。
と
あ
り
。
平
失
按
占
y

る
に
、

争
回
》

延
貨
の
金
津
聞
に
は
、
長
六
十
八
間
幅
七
間
三
尺
と
あ
り
。
此
の
馬

場
は
溜
野
川
の
馬
場
と
遼
ひ
、
一
僚
の
馬
場
た
り
し
か
ど
、
土
居
の

上
K
E
大
の
老
松
連
植
し
て
、
松
風
調
馬
の
馬
足
と
共
陀
聞
え
、
木

蔭
の
風
設
を
存
す
と
い
へ
ど
も
‘
明
治
慶
審
の
後
、
悉
く
伐
採
し

て
、
土
居
も
郎
副
ち
、
地
所
も
悉
く
梯
下
げ
と
成
り

τ、
今
は
邸
地
と

鑓
巳
、
馬
場
の
遺
欣
絶
え
た
り
け
り
。

。
犀
川
馬
場
片
原
町

元
秘
丸
年
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
犀
川
馬
場
片
原
町
と
載
せ
た

り
。
後
に
は
此
の
町
名
絶
え
た
れ
ど
、
背
は
馬
場
の
片
側
な
る
町
家

を
ぽ
呼
び
た
る
な
る
ぺ
し
。

。
百
馬
場
町

し
、
更
に
川
除
の
堤
防
出
来
す
。
之
を
下
川
除
と
呼
ぺ
り
3

事
保
十

二
年
に
鍛
記
せ
し
附
随
筆
に
、
東
美
源
内
吉
岡
の
火
矢
射
に
、
或
夜

四
・
五
人
速
に
て
犀
川
河
原
へ
出
で
け
る
に
、
む
ら
/
¥
と
燥
の
如

〈
成
る
も
の
、
い
く
ら
も
飛
行
す
。
遁
懸
け
飛
上
り
、
弓
に
て
た
aa

き
落
し
け
る
に
、
寛
永
遇
賓
の
銭
た
り
と
の
奇
事
を
載
せ
た
り
。
右

河
原
と
あ
る
も
、
下
川
除
の
地
漣
友
り
し
河
原
通
り
を
い
へ
る
た
ら

ん
か
。

O
犀
川
下
川
除
町

改
作
所
奮
記
に
載
せ
た
る
寛
文
十
年
九
月
里
子
詩
人
設
文
の
奥
書

に
、
右
里
子
長
助
諭
人
平
海
村
丸
右
衛
門
・
停
馬
町
後
川
除
之
上
太

郎
右
衛
門
雨
入
共
云
々
。
と
あ
り
て
、
此
の
時
代
は
い
ま
だ
川
除
町
の

名
た
か
り
し
と
聞
ゆ
。
元
秘
九
年
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
は
、
犀
川

川
除
町
と
見
h
.
昔
は
川
上
よ
り
川
下
ま
で
、
都
て
川
除
町
と
掛
併
せ

し
を
?
寛
政
七
年
二
月
大
橋
縫
よ
り
貸
久
寺
越
ま
で
を
、
犀
川
下
川

除
町
と
唱
へ
分
け
た
る
よ
し
、
金
樽
町
合
所
留
記
に
載
せ
た
り
。
此

の
時
よ
り
上
川
除
町
・
中
川
除
町
・
下
川
除
町
と
稀
す
る
事
と
成
り
け

る
た
り
。

O
犀

川

締

結




